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当
院
の
ア
ス
ピ
ー
ル
病
棟
で
は
、
毎

週
金
曜
の
午
後
に
病
棟
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
（
病
棟
レ
ク
）
を
開
催
し
て
い

ま
す
。
今
回
は
、
病
棟
レ
ク
の
内
容
に

つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

　
病
棟
レ
ク
は
、
精
神
科
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
、
そ
の
人
の
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
リ
カ
バ
リ
ー
を
、
当
法
人
の

理
念
で
言
え
ば
「
そ
の
人
ら
し
さ
を
と

も
に
創
造
す
る
」
こ
と
を
目
的
に
、
作

業
療
法
士
を
は
じ
め
と
す
る
多
職
種
の

チ
ー
ム
ワ
ー
ク
で
実
施
し
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
、
安
心
・
安

全
な
場
と
な
り
、
親
切
で
、
安
定
し
た

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
の
場
と
な
る
よ

う
に
心
が
け
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
に
つ
い
て
は
、
毎
月
定
例

で
実
施
し
て
い
る
も
の
（
例
：
制
作
活

動
）
か
ら
、
季
節
に
応
じ
た
も
の
（
例
：

ク
リ
ス
マ
ス
会
）、
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ

ン
に
特
化
し
た
も
の（
例
：
体
操
）ま
で
、

幅
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ス
ピ
ー
ル
病
棟
で
は
、
そ
の
と
き

そ
の
と
き
に
よ
っ
て
、
参
加
さ
れ
る
方

の
年
齢
層
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
そ

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
活
動
を
選
択
す

る
か
に
つ
い
て
、
ス
タ
ッ
フ
も
悩
み
な

が
ら
進
め
て
い
ま
す
。
で
き
る
だ
け
多

く
の
方
に
と
っ
て
有
益
と
な
る
よ
う
な

活
動
を
選
択
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
新
た
に
取
り
入
れ
た
活
動

を
２
つ
紹
介
し
ま
す
。

　

１
つ
目
は
、
回
想
法
と
い
う
活
動
で

す
。
回
想
法
と
は
、
高
齢
の
方
が
今
ま

で
の
人
生
や
体
験
・
思
い
出
な
ど
を
振

り
返
り
、
気
持
ち
の
安
定
や
脳
の
活
性

化
な
ど
を
図
る
手
法
の
一
つ
で
す
。
今

回
は
、
昔
懐
か
し
の
映
像
（
旅
行・遊
び
）

を
見
な
が
ら
皆
さ
ん
と
思
い
出
を
語
り

合
い
ま
し
た
。

　

２
つ
目
は
、「
私
ら
し
い
生
き
方
を
目

指
し
て
」
と
い
う
活
動
（
ワ
ー
ク
）
で
す
。

病
気
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
調
子
を
崩

し
た
と
き
に
は
「
私
ら
し
さ
」
を
失
い

が
ち
で
す
。
ワ
ー
ク
で
は
、
自
分
に
と
っ

て
元
気
に
な
れ
る
活
動
は
何
か
を
探
り

な
が
ら
、「
私
ら
し
さ
」
の
回
復
を
目
指

し
て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
新
た
な
活
動
を
取
り

い
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
る
方
に
と
っ
て
、「
そ
の
人
ら

し
さ
」
を
回
復
し
、
新
た
に
創
造
で
き

る
場
で
あ
り
た
い
と
、
ス
タ
ッ
フ
一
同

願
っ
て
い
ま
す
。

　
　
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
部

　
　
　

  

O
T
・
P
T
グ
ル
ー
プ　
長
澤

　
　
　
　
　
　

  

心
理
グ
ル
ー
プ　
成
田

　

昨
年
10
月
に
入
職
し
、
ク
レ
ル
病
棟

（
認
知
症
療
養
病
棟
）
で
精
神
保
健
福
祉

士
（
P
S
W
）
と
し
て
、
日
々
、
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
の
「
そ
の
人
ら
し
さ
」

を
大
切
に
、
病
棟
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
業

務
に
向
き
合
っ
て
お
り
ま
す
。

　

令
和
７
年
１
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た

本
研
修
に
参
加
さ
せ
て
頂
き
、
法
人
内

の
ふ
た
つ
の
事
業
に
つ
い
て
、
今
年
度

入
職
し
た
17
名
の
参
加
者
と
学
び
、
分

か
ち
合
い
ま
し
た
。

　

ア
ル
プ
ス
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
芦
沢
美
紀
所
長
よ
り
、
精
神
科

訪
問
看
護
と
し
て
、
地
域
の
中
で
利
用

者
さ
ん
と
の
信
頼
関
係
を
大
切
に
、
服

薬
管
理
や
受
診
の
支
援
、
リ
ハ
ビ
リ
や

他
機
関
や
地
域
と
の
連
携
等
多
く
の
役

割
を
担
っ
て
い
る
事
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

「
訪
問
は
受
け
入
れ
ら
れ
た
時
に
ス
タ
ー

ト
で
き
る
」
の
言
葉
通
り
、
信
頼
関
係

を
築
く
た
め
に
大
切
な
基
本
姿
勢
を
学

び
ま
し
た
。

　

き
づ
な
グ
ル
ー
プ
で
は
、
和
泉
和
仁

館
長
よ
り
、
①
就
労
支
援
（
ア
ル
プ
ス

フ
ァ
ー
ム
）
②
居
住
支
援
（
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
）
③
相
談
支
援
（
計
画
相
談
支

援
・
地
域
移
行
支
援
）
④
活
動
支
援
（
地

域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー・
き
が
る
館
）
の

各
事
業
や
ピ
ア
サ
ポ
ー
ト
委
託
事
業
や

地
域
の
会
議
運
営
協
力
等
、
病
院
や
老

健
と
連
携
し
、
地
域
で
暮
ら
す
患
者
さ

ん
利
用
者
さ
ん
の
生
活
を
重
層
的
に
支

援
し
て
い
る
事
を
お
話
し
頂
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、
地
域
で
の
事
業
に

つ
い
て
「
初
め
て
知
っ
た
」
と
の
感
想

も
出
さ
れ
、
病
院
や
老
健
施
設
以
外
の

法
人
事
業
を
知
る
事
で
、
法
人
全
体
へ

の
理
解
が
よ
り
深
ま
る
機
会
と
な
り
ま

し
た
。

　

後
半
の
「
わ
か
ち
あ
い
」
の
場
で
は
、

法
人
の
魅
力
や
働
く
中
で
嬉
し
か
っ
た

事
を
各
グ
ル
ー
プ
で
語
り
合
い
ま
し
た
。

面
接
の
際
、
窓
に
柵
が
な
い
病
棟
を
見

て
入
職
を
決
め
た
話
や
、
子
ど
も
の
発

熱
で
休
ま
な
く
て
な
ら
な
い
時
の
周
囲

の
優
し
さ
等
、
今
後
、
法
人
で
一
緒
に

働
く
仲
間
と
し
て
、
共
感
し
励
ま
し
合

う
あ
た
た
か
な
場
と
な
り
ま
し
た
。
様
々

な
経
験
を
経
て
こ
の
場
で
一
緒
に
な
っ

た
同
期
の
ご
縁
や
つ
な
が
り
を
大
切
に
、

今
後
も
支
え
あ
い
、
励
ま
し
あ
い
、
元

気
に
働
き
続
け
て
い
き
た
い
。
そ
ん
な

思
い
が
溢
れ
る
研
修
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

右
田　
厚
子

毎
週
金
曜
に
レ
ク
を
開
催
し
て

い
ま
す　

＠
ア
ス
ピ
ール
病
棟

令
和
６
年
度
新
任
者

集
合
研
修
に
参
加
し
て
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特
定
医
療
法
人
南
山
会
は
こ
の
度
、
全

国
10
施
設
の
医
療
機
関
と
共
に
「
ケ
ア
す

る
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
発
足
し
ま
し

た
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
目
的
は
、
患

者
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
拘
束
せ
ず
に
転
倒

や
危
険
行
為
を
回
避
す
る
医
療
を
日
頃
か

ら
実
践
す
る
全
国
の
医
療
機
関
が
集
ま

り
、
互
い
の
取
り
組
み
か
ら
患
者
中
心
の

医
療
の
在
り
方
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る

こ
と
で
す
。
２
０
２
５
年
２
月
７
日
に
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
た
第
１
回
立
ち
上
げ

記
念
研
究
会
に
は
、
医
師
を
含
め
た
多
く

の
医
療
従
事
者
が
参
加
し
、
具
体
的
な
取

り
組
み
の
模
様
や
実
践
事
例
が
紹
介
さ
れ

ま
し
た
。

　
日
本
で
は
高
齢
化
が
進
み
、
２
０
４
０
年

ま
で
に
85
歳
以
上
の
高
齢
者
が
1
0
0
0

万
人
を
超
え
る
と
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

研
究
会
で
は
初
め
に
、
群
馬
県
沼
田
市
に

あ
る
内
田
病
院
院
長
の
田
中
志
子
先
生
よ

り
「
患
者
さ
ん
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
必
要

な
治
療
と
患
者
の
尊
厳
を
調
和
さ
せ
た
医

療
の
実
現
を
目
指
す
」
と
お
話
が
あ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
第
１
回
立
ち
上
げ
記
念
研
究
会
で

は
、
厚
生
労
働
省
医
政
局
医
療
課
長
の
林

修
一
郎
氏
が
記
念
講
演
を
行
い
、
過
去
の

診
療
報
酬
改
定
の
取
り
組
み
や
今
後
の
医

療
に
お
け
る
ケ
ア
の
展
望
に
つ
い
て
お
話

が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
各
医
療
機
関

の
実
践
事
例
が
紹
介
さ
れ
、
発
表
者
同
士

の
意
見
交
換
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
発
展
に
よ
っ

て
、
拘
束
し
な
い
医
療
の
意
義
が
全
国
に

広
ま
り
、
患
者
一
人
ひ
と
り
が
尊
重
さ
れ

る
医
療
の
提
供
が
実
現
す
る
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
。
全
国
の
医
療
機
関
が
連
携

し
、
知
見
や
技
術
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

医
療
の
質
が
向
上
し
、
患
者
が
安
全
か
つ

尊
厳
を
保
ち
な
が
ら
治
療
を
受
け
る
環

境
が
整
う
こ
と
を
引
き
続
き
目
指
し
て

参
り
ま
す
。

そ
れ
に
伴
い
、
認
知
症
患
者
も
増
加
し
、

そ
の
ケ
ア
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
き

ま
す
。
認
知
症
の
進
行
速
度
や
見
ら
れ
る

症
状
に
は
大
き
な
個
人
差
が
あ
り
ま
す

が
、
進
行
に
伴
い
判
断
力
や
危
険
を
認
識

す
る
力
が
損
な
わ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
そ
の
た
め
、
筋
力
の
低
下
し
た
ふ
ら

つ
く
足
で
歩
き
だ
し
て
転
倒
し
た
り
、
治

療
上
必
要
な
点
滴
な
ど
自
ら
抜
い
て
し

ま
っ
た
り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
う

い
っ
た
場
合
、
医
療
機
関
で
は
安
全
の
た

め
に
患
者
を
拘
束
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

が
、
拘
束
は
患
者
の
身
体
機
能
や
精
神
状

態
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ケ
ア
す
る
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
、
患

者
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
拘
束
し
な
い
医
療

を
提
供
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

高
齢
化
社
会
と
認
知
症
患
者
の
増
加

拘
束
し
な
い
医
療
の
意
義

今
後
の
展
望

南
山
会
理
事
長川　

﨑　
洋　
介

ケ
ア
す
る
病
院
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

  
第
１
回

立
ち
上
げ
記
念
研
究
会
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【
活
動
曜
日
】
毎
週
水
曜
日　
午
前

【
活
動
内
容
】

　

リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー
に
は
、
２
０
２
０
年
３
月
ま
で
実
施
さ

れ
て
い
た
外
来
作
業
療
法
で
行
わ
れ
て
い
た
内
容
を
継
承
し
た
グ
ル
ー
プ
活

動
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
「
さ
く
ら
会
」
で
す
。
さ
か
の
ぼ
る
こ
と
20
年
以

上
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
担
当
ス
タ
ッ
フ
が
何
度
も
交
代
し
て
い
る
中
で
、

現
在
の
参
加
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
と
「
さ
く
ら
会
の
メ
ン
バ
ー
が
や
っ
て
み
た

い
活
動
を
実
現
し
達
成
感
と
楽
し
み
を
共
有
す
る
」
と
い
う
中
核
の
考
え
方

は
変
え
る
こ
と
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組
ん
で
き
た
」
そ
う
で
す
。

さ
く
ら
会
で
の
活
動
は
「
自
分
の
希
望
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
仲
間
と
と
も

に
叶
え
て
い
く
と
い
う
プ
ロ
セ
ス
」
が
あ
り
ま
す
。
あ
る
体
験
か
ら
得
ら
れ

た
感
覚
が
次
の
希
望
に
つ
な
が
る
と
い
う
経
験
を
く
り
返
し
、
今
の
「
さ
く

ら
会
」
が
あ
り
ま
す
。
積
み
上
げ
て
き
た
こ
と
を
振
り
返
る
と
「
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
が
た
く
さ
ん
あ
る
こ
と
」
に
気
づ
き
ま
し
た
。

プログラム紹介

　今年度も障害者文化展が開催されました。峡
西病院からは35作品の出展となりました。フェ
ルトやビーズを使った可愛らしい手芸、油絵風・
ボールペン・色鉛筆・iPadなど様々な画材で
描かれた絵画、日々の練習の成果を存分に発
揮した力強い書道など、それぞれの感性の輝く
作品が揃いました。素晴らしい作品ばかりでし
たが、その中で創作自己表現グループがチラ
シを使って作ったちぎり絵『感謝を込めた花
束』が奨励賞を受賞しました。また来年度の障
害者文化展を見据えつつも、
日々みんな
で芸術を楽
しんでいき
たいと思い
ます。

　
生
活
充
実
型
プ
ロ
グ
ラ
ム
　
さ
く
ら
会

第27回 障害者文化展

　

２
月
６
日
に
、
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
の
お
話
を
聞
く

交
流
会
「
あ
っ
と
晴
れ
晴
れ
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
当
院
で
は
、
令
和
元
年
頃
か
ら
、

２
ヶ
月
に
１
回
、
同
じ
疾
患
に
か
か
っ
た
こ
と
の

あ
る
地
域
で
暮
ら
す
ピ
ア
サ
ポ
ー
タ
ー
に
来
て
頂

き
、
当
事
者
な
ら
で
は
の
、
よ
り
具
体
的
な
地
域
で

の
生
活
、
工
夫
の
よ
う
な
お
話
を
聞
け
る
機
会
を
設

け
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
自
分
が
元
気
に
な
る
食
べ

物
で
自
己
紹
介
し
た
後
、「
昨
年
の
良
か
っ
た
事
を

振
り
返
り
、
今
年
や
っ
て
み
た
い
こ
と
、
希
望
に
つ

い
て
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
語
り

合
い
ま
し
た
。「
無
理
な
く
、
楽

し
く
、
普
通
で
過
ご
し
て
い
き

た
い
」「
み
ん
な
で
、
仲
良
く
、

健
康
で
、
元
気
に
過
ご
し
た
い
」

な
ど
。
よ
い
１
年
に
し
て
い
こ

う
と
、
甘
酒
を
い
た
だ
き
、
閉

会
と
な
り
ま
し
た
。

第27回 障害者文化展

リスタート病棟
の個別活動

あ
っ
と
晴
れ
晴
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム

あ
っ
と
晴
れ
晴
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム

　リスタート病棟には「認知
症リハビリテーション」という
個別リハビリテーションの枠
組みがあり、必要な方には歩
行訓練なども行います。ま
た、ご家族やご本人との話し
合いの中で、その方が大切に
されている事や好きだったこ
とを伺い、俳句作りや書道、お
花を生けるなど、活動がその
人らしさを創造する手掛かり
になることを目指しています。
しかし「昔はもっと出来たのに
…」と、がっかりされる方もい
ます。難しさも感じながら一緒
　に活動をしています。
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＊峡西老健のホームページも
　ご覧ください。

峡西老健
の 理 念峡西老健 検索

～あなたに優しく、あなたを想い、あなたと結ぶ～

一般棟では、数名の利用
者様が、玄関で節分の豆
まきを行ないました。力
を合わせて鬼を払ってく
れたお陰で、老健の利用
者様や職員みなさんが元
気で過ごせると思いま
す。これからもお互いに
身体に気を付けていきま
しょう(#^.^#)

やってきました、節分です。鬼のお面や新聞を丸めて作った大きな豆？を使って、
DCに潜む鬼を退治するために豆まきを行いました。鬼退治が終わり、ひと汗か
いた後は、カワイイ鬼の手作りお菓子を召し上がりました (*’ω’*)

認知症専門棟のグ
ループ活動『制作』
では、ひなまつり
に向けて、折り紙
で飾り扇子作りを
しました。 それぞれがデザインを考えながら貼り付けました。

満足のいく作品が出来て良かったですね (o ^^)|☆|(^^o )
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今回は、Ａさんにおすすめの本を
聞きました！

　本屋大賞をご存知でしょうか。来る４月９日に「2025本屋大賞」が発表されます。
　本屋大賞とは新刊書を取り扱っている全国の書店の書店員が過去１年間で読んだ本の中から
「面白かった」「薦めたい」「売りたい」と思った本に投票して選ぶ文学賞です。先日ノミネート
作品が発表されました。

　　▪アルプス席の母（早見和真）　　　　　　　▪カフネ（阿部暁子）
　　▪禁忌の子（山口未桜）　　　　　　　　　　▪恋とか愛とかやさしさなら（一穂ミチ）
　　▪小説（野崎まど）　　　　　　　　　　　　▪死んだ山田と教室（金子玲介）
　　▪ｓｐｒｉｎｇ（恩田陸）　　　　　　　　　▪生殖記（朝井リョウ）
　　▪成瀬は信じた道をいく（宮島未奈）　　　　▪人魚が逃げた（青山美智子）

　この10作品の中から本屋大賞が決まります。
皆さんも是非ノミネート作品や大賞に輝いた作品を
読んでみてはいかがでしょうか。

　特定医療法人南山会は常によりよい医療を行うことによって、地域社会に貢献することを目的として
設立されたものである。職員は常に技術の向上に心掛けるとともに、知性を磨き品性を養い、自己の人間
形成に努めるべきである。

■ 職業倫理
１．患者の人格の尊厳と権利を尊重し、心のこもった対応をして信頼を得ること。
２．最善の医療を提供するために、常に学術的知識と技術の習得に努めること。
３．自らの義務と責任を自覚して人格を高めること。
４．職場内外の医療専門職の権利を尊重すること。
５．医療の公共性を重んじて地域社会に貢献するとともに、法規範を遵守すること。
６．良質の医療を提供するために、自ら心身の健康保持と増進に努めること。
７．精神障害者に対する理解を深め、精神障害者がその障害を克服して社会復帰をし、自立と社会経済活

動への参加をしようとする努力に対して協力すること。
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　もうすぐ春ですね。桜の季節になりますね。北杜市の山高神代桜はご存じでしょうか。
　武川町の実相寺境内にそびえる、福島県の三春滝桜・岐阜県の淡墨桜とならぶ日本三大
桜のひとつです。推定樹齢2000年とも言われるエドヒガンザクラの古木です。その想像
を絶する悠久の時を超えて咲き続けるさまは神々しく、見る人は思わず手を合わせるとも
言われ、全国から桜を愛でるひとたちの崇敬を集めてきたといわれています。
　その他にも「日本のさくら名所百選」にも選ばれた大法師公園の桜や富士山を背に咲く
河口湖畔の桜、身延山・久遠寺のしだれ桜など桜のきれいな場所がたくさんあります。
　春休みにもなるので子供を連れてお花見に行ってみようと思います。

　

私
は
二
児
の
母
親
で
す
。
出
産
前
は
ア
ク
テ
ィ

ブ
で
多
趣
味
で
し
た
が
、
今
は
育
児
に
追
わ
れ
て

自
分
の
時
間
が
減
り
、
趣
味
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？ 

と
考
え
て
し
ま
う
く
ら
い
で
す
。
現
在
は
趣
味
と
言

え
る
よ
う
な
も
の
は
思
い
つ
か
な
か
っ
た
の
で
、
そ

の
時
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
み
よ
う
と
思
い
ま
す
。

　

７
年
く
ら
い
前
に
な
り
ま
す
が
、
私
の
趣
味
は

「
山
遊
び
」
で
し
た
。
夏
は
登
山
、
冬
は
ス
キ
ー
、

ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
に
出
か
け
る
日
々
で
し
た
。
登
山

は
以
前
の
職
場
で
趣
味
と
し
て
い
る
同
僚
が
多
く
、

誘
わ
れ
て
始
め
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
す
っ
か

り
魅
力
に
ハ
マ
っ
て
し
ま
い
、
友
達
を
誘
っ
た
り
、

簡
単
な
山
な
ら
単
独
で
登
っ
た
り
し
ま
し
た
（
親

に
な
っ
た
今
振
り
返
る
と
、
女
一
人
で
山
に
入
る

な
ん
て
家
族
は
心
配
だ
っ
た
だ
ろ
う
な
と
反
省
し

て
い
ま
す
）。
何
も
考
え
ず
無
心
に
な
っ
て
登
り
、

頂
上
に
到
達
し
た
と
き
の
達
成
感
は
何
と
も
言
え

ま
せ
ん
。
頂
上
か
ら
の
景
色
も
最
高
で
す
。
現
実

逃
避
に
は
も
っ
て
こ
い
で
し
た
。
下
山
し
て
温
泉

に
入
る
ま
で
が
ワ
ン
セ
ッ
ト
で
す
。
山
小
屋
な
ど

に
山
バ
ッ
ジ
と
い
う
も
の
が
売
っ
て
い
て
、
そ
れ

を
集
め
て
い
ま
し
た
（
笑
）

　

冬
に
な
る
と
ス
タ
ッ
ド
レ
ス
タ
イ
ヤ
に
履
き
替

え
、
ス
キ
ー
場
の
オ
ー
プ
ン
を
心
待
ち
に
し
て
い

ま
し
た
。
雪
化
粧
し
た
山
は
と
て
も
綺
麗
で
ス

ポ
ー
ツ
だ
け
で
な
く
山
々
の
景
色
を
見
る
こ
と
も

目
的
で
し
た（
運
動
神
経
は
良
く
な
い
の
で
ス
キ
ー

ス
ノ
ボ
ー
自
体
は
下
手
で
す
）。

　

こ
の
趣
味
は
再
開
で
き
る
の
か
は
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
本
当
に
毎
日
楽
し
か
っ
た
思
い
出
で
す
。

将
来
、
子
ど
も
た
ち
が
山
に
ハ
マ
っ
た
ら
是
非
つ

い
て
い
き
た
い
で
す
。　
　
　
　
　
　
　

Ｋ
・
Ｉ

　

や
っ
と
最
近
に
な
っ
て
「
コ
ロ
ナ
禍
」
と

い
う
言
葉
を
耳
に
し
な
く
な
っ
た
が
、
そ
の

言
葉
が
幅
を
利
か
せ
て
い
た
２
０
２
２
年
の

秋
、
無
性
に
「
ど
こ
か
に
で
か
け
た
い
」
気

分
に
か
ら
れ
、
一
人
で
旅
に
出
る
事
に
し
た
。

行
き
先
は
青
森
。
目
的
は
３
つ
。
１
つ
は
徹

底
的
に
「
乗
り
鉄
」
す
る
こ
と
。
１
つ
は
青

森
魚
菜
セ
ン
タ
ー
で
「
の
っ
け
丼
」
を
食
ら

う
こ
と
。
そ
し
て
１
つ
は
青
森
駅
の
ホ
ー
ム

の
あ
る
も
の
を
見
に
行
く
こ
と
。

　

県
庁
所
在
地
の
中
心
駅
と
言
え
ば
人
通
り

も
多
く
、
数
多
く
の
列
車
が
往
来
す
る
イ
メ
ー

ジ
を
想
像
し
が
ち
で
、
我
が
県
都
甲
府
駅
も

平
日
休
日
問
わ
ず
混
雑
し
て
い
る
こ
と
は
ご

承
知
の
通
り
か
と
。
青
森
駅
も
高
度
経
済
成

長
期
に
は
青
函
航
路
の
本
州
側
の
玄
関
口
と

し
て
す
さ
ま
じ
い
賑
わ
い
を
見
せ
て
い
た
と

聞
く
。
役
割
が
船
か
ら
青
函
ト
ン
ネ
ル
に
変

わ
っ
て
も
北
の
玄
関
口
と
し
て
長
連
の
特
急

や
寝
台
列
車
が
数
多
く
停
ま
る
賑
わ
い
の
あ

る
駅
だ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
東
北
新
幹
線
が
延

伸
さ
れ
る
と
賑
わ
い
は
隣
の
新
青
森
駅
に
移

り
そ
れ
に
伴
い
特
急
は
減
便
、
寝
台
列
車
に

い
た
っ
て
は
姿
を
消
し
た
。
鉄
道
好
き
の
私

に
し
て
み
れ
ば
何
と
も
淋
し
い
限
り
で
あ
る
。

私
が
訪
ね
た
と
き
も
３
０
０
メ
ー
ト
ル
超
え

の
６
つ
の
ホ
ー
ム
に
２
両
編
成
の
普
通
列
車

と
、
４
両
編
成
の
特
急
が
静
か
に
停
ま
っ
て

い
た
の
み
だ
っ
た
。

　
そ
ん
な
青
森
駅
の
ホ
ー
ム
、
人
気
の
な
い
港

寄
り
に
歩
い
て
い
く
と
写
真
の
よ
う
な
連
絡
船

乗
り
場
を
案
内
す
る
表
示
が
ホ
ー
ム
上
に
残
さ

れ
て
い
る
。
連
絡
船
が
廃
止
さ
れ
て
か
ら
30
年

以
上
経
つ
の
に
何
故
消
さ
れ
な
い
（
消
さ
な
い
）

の
だ
ろ
う
か
と
不
思
議
な
心
持
に
な
る
。

　

そ
し
て
こ
の
案
内
表
示
を
見
る
と
「
津
軽

海
峡
冬
景
色
」
が
空
耳
の
よ
う
に
聞
こ
え
て

く
る
。
栄
枯
盛
衰
と
は
ま
さ
に
こ
の
事
と
実

感
さ
せ
ら
れ
る
。
こ
の
ホ
ー
ム
の
表
示
は
青

森
駅
が
歴
史
を
造
っ
て
来
た
ん
だ
、
今
の
日

本
の
発
展
を
担
っ
て
き
た
ん
だ
と
無
言
で
主

張
し
て
い
る
よ
う
に
も
思
え
る
。

　

か
つ
て
こ
の
駅
を
行
き
交
っ
た
多
く
の

人
々
が
い
て
、
経
済
活
動
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
出
会
え
る
光
景
だ
と
思
う
。
そ
の
歴
史
に

想
い
を
馳
せ
る
こ
と
が
で
き
る
の
が
旅
の
楽

し
さ
だ
と
思
っ
て
い
る
。
先
人
の
努
力
の
お

か
げ
で
楽
し
い
旅
が
出
来
る
こ
と
に
感
謝
し

て
い
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

Ｓ
・
Ｈ
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次回452号も
お楽しみに！

※敷地内全面禁煙です

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

3月
職
場
か
ら
の
富
士
山

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

 ３日　看護中堅者研修
　　　 「ACPと意思決定支援」
　
 ６日　防災訓練
　
 ７日　リハビリテーション部
　　　　　　　　 　集合研修

13日　病院イベント
　　　 「私のできること展」

陽
浴
び
て
や
峡
西
病
院
和
む
こ
と

　

我
ら
た
の
し
き
南
ア
ル
プ
ス

	

今
福　

和
人

た
ん
ぽ
ぽ
を
つ
み
し
お
散
歩
楽
し
む
子

	

カ
ナ
メ

木
々
み
の
り
櫛
形
山
に
霞
立
ち

　

春
来
た
り
な
ば
雪
ふ
り
積
も
る

	

保
坂
五
十
鈴

桃
の
花
３
月
３
日
の
ひ
な
祭
り

	

渡
辺　

あ
き

築
い
て
き
た
足
跡
を
大
事
に	
渡
辺
奈
美
子


